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3年間の計画
【背景】BNCTは⽐較的新しい治療であり、実施施設が限られていること、品質管理・
品質保証⽅法の標準化がなされていないことから、施設によって異なる品質管理が⾏わ
れているのが実情である。これでは治療の品質の施設差を⽣むばかりでなく、医療の提
供体制にも施設差を⽣じ、安定した⼈材教育も⾏えない。現在、⽇本医学物理学会と⽇
本中性⼦捕捉療法学会が共同でBNCTの品質管理⼿法の標準化を⽬指した事業を⾏って
おり、令和7年度の公開を⽬指して活動している。また、BNCTは実施医療機関が極め
て限られており、全国から患者が紹介されている実態も前期に実施したアンケート調査
で明らかとなった。都道府県を超えた連携体制構築のモデル試案策定には適したモダリ
ティであると⾔える。
【⽬標と⽅法】本研究では、昨年度のアンケート結果に基づいて品質管理プログラムお
よび⼈材教育の施設差の実態を、施設訪問調査によって明らかにする。本研究期間中に
策定が⾒込まれる標準的BNCT品質管理⼿法に基づいた⼈材育成法と施設近隣（あるい
は全国）の施設との連携体制のモデル試案を策定する。
【想定される成果】医療機関間のBNCTの品質管理⼿法が確⽴し、いずれの施設でも同
等に質の⾼いBNCTが提供できる体制が構築される。また、BNCT患者に関して都道府
県を超えて円滑に連携する⽅法が確⽴し、BNCTが必要な全国の患者に対して限られた
数の医療機関で適切にBNCTを提供できる体制が構築される。

本年度の計画と進捗、来年度以降の予定
BNCT実施医療機関の施設訪問を⾏い、品質管理と⼈材教育の実態調査を⾏
う
◦ BNCT実施医療機関の品質管理と⼈材教育の実態調査のための調査項⽬を抽出
◦ 粒⼦線治療の先進医療施設認定を参考に調査項⽬の選定
◦ 加速器BNCT装置⽤QA・QC項⽬を⽇本医学物理学会QA・QC委員会と共同で提案し
てゆく予定

施設ごとのスタッフの業務実施状況の差および、医療連携体制についての状
況について、訪問調査によって明らかにする
◦ ⼤阪医科薬科⼤学を2024年3⽉5⽇・６⽇に訪問調査
◦ 加速器BNCT装置⽤QA・QC項⽬のリストについて⼤阪医科薬科⼤学の医学物理⼠ら
と意⾒交換

◦ 来年度に南東北BNCT研究センター（2024/2稼働再開）、筑波⼤学（治験中）、湘
南鎌倉（基礎研究のみ）の追加も検討中

来年度以降のモデル試案策定に向けた準備を⾏う
◦ 訪問調査結果の集計は来年度より実施予定

昨年度成果の公表実績と今後の予定
アンケート結果の主な内容を第19回⽇本中性⼦捕捉療法学会学術⼤会
（令和5年7⽉14⽇〜15⽇＠横浜）にて⼝頭報告済み

詳細な結果を英語論⽂化
令和6年3⽉1⽇JRR誌に投稿
現在review中
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